





































て一挙に 7 オクターブまで拡大される。低域は50~100Hz、高域は 5. 5 
~6KHz だから、主な楽器の周波数はほぼカバーできる帯域であ る。当
時としては画期的な音質改善効果であった。
1 -2 長時問 SPV コード
1931 (昭和 6) 年にアメリカの RCA ビクターが、 33½回転の30cm盤を
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発売したのに刺激され、同年暮れに日本ビクターが国産化して発売してい
る。 3枚の SPを1枚に収めたもので、約 1年間発売した。
1 -3 謎のレコード発売
1932 (昭和 7)年 3月に、日本ビクタ ーから、音の溝が数本あ って針を
おろす位置によってそれぞれ異なる音の出るレコードが発売されている。





















フィルモン音帯レコ ー ドは線速度一定で、約61cm/秒である。 SP時代の















当時の代表的な電力増幅 5極管 UZ-2 A 5で、真空管マニュアル（昭和33
年刊）によると保守品種となっている球である。他の増幅 5極管 UZ-57、

























コードが 1枚ある。 (Moliere,Etourdi ou !es Contretemps) 
1 -8 フォノシートの出現
1958 (昭和33)年秋、フランスのレコードメーカー SAIP社は、ビニー
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ンフ ァシスした SPレコードが出現している。（第 1圏）
今の SPレコードも、 RIAAカープに統一されるまでは、各会社ごとに
録音特性の違いがあり、 LP初期の再生イコライザーには何種類かの方式
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を用いている。これは 2スピードであったが、第 9固の回路図の Tr9, 10 





































1 日本オーディオ協会編 『オーディオ50年史』 同協会刊昭和61年 p.43
2 同上書 p.11, 18 
3 「ラジオ技術」臨時増刊第十四集
4 DAT デジタルオーディオテープ
5 DCC デジタルコンパクトカセット D-90のカセットで往復90分のデジ
タル録音再生ができ、今までのカセットの再生が可能。
6 MD ミニディスク 直径64ミリの光磁気ディスクで、最大74分のデジタル
録音再生ができる。
7 8ミリビデオ オーディオ録音の場合、 P6 -120のテープで、最大連続 4
時間、合計24時間の PCMステレオ録音再生ができる。





百瀬了介 『ハイファイアンプの設計』 昭和36年 ラジオ技術社刊
岡俊雄 『レコードと音楽とオーディオと』 昭和49年 ステレオサウンド別冊
池田圭 『盤艇集』 昭和56年 ラジオ技術社刊
岡俊雄『レコードの世界史』 昭和61年 音楽之友社刊
菅野沖彦 『音の素描』 昭和63年音楽之友社刊
「ラジオテレビ講座」 5 昭和32年 共立出版社刊
日本オーディオ協会編 『オーディオ50年史』 昭和61年 同協会刊
雑誌 「ラジオ技術」「MJ無線と実験」
（みうら けいご映像資料担当）
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